
皿　調査法

　1972年3月の大隅半島概観調査を墓礎にさらに具体的植生調査資料を得るため1972年

7月9～14日に17人の調査員が大隅半島をまわった。さらに12月22日～25日には植

生調査資料をもとに組成表作業によって抽出された群落単位を基礎にした植生図作製指針をも

とに縮尺25，000分の1の地形図に金域の現存植生図が描かれた。さらにi莚内で空中写嚢によっ

て境界が決定された。

1。植生調査法《Ve鈴ね雛αns　au｛紬漁e》

　野外の調査対象域の植生を具体的に調べることを植生調査（Vegeもaもlo照aufnahme）

またはアウフナーメ：Aufnah期eという、櫃生調査の基本的順序は一般に次のように行なわ

れる。

　まず自然植生から入為植生へ、単純な植生から複合した植生へ、また質的な掘握から量的に、

静的な把握を基礎に動的な植生の把握へと進む。調査地の選定には群落とその立地のできるだ

け均質なところ、特に種組成の均質であることが十分留意されて選ばれた。

　調査面積は種数面積麹線による最／」＼面積（斑inimum撫eale）以上の大きさがとられた。

調査面積はあまり大きくすると群落の異質な部分が混入する冷それがあるので、一般に植生調

査に際しての調査面積の大きさの尺度は次のようなものが基準である。

　　　高木林（亜高木層を含む）………………150～5007π2

　　　低木林（下底は草本層のみ）・…・…・・一・50～200簿τ2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　ススキ華原（高小草原）……・……・…・…　25～1007π

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　シバ草原（低茎草原）……………………　10～　25駕

　　　耕地雑草群落………………・・…・…………　25～100？π2

　　　ロケ群落……………・…・……………・・…・　1～　　4彿2

　　　地衣群落……………………………………　0．1～　　1？π2

　調査区の形は群落の生育配分状熊によって均質な群落内を選んで最も適当な形がとられた。
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Tab．2　植生調杳の例
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植生調査の1例が孚ab．2に示されている。個々の績生調査に対しては、調査対象地域内に出

現する種の完全なリストが各階層別につくられた。各階屡の高さはあらかじめ圏定しないでそ

れぞれの植分によって決められた。群落階層はふつう高木林のような多層植生では次の五層に

分けられる。

　　　3董：高木第：1層　　3aumsc盈三。翫一1

　　　82　：　高木第2層　　　］Baumschieht－2

　　　S：低木層　 Sもrauchschichも

　　　K　：草本層　　　K：ra犠もschichも

　　　鍍　　：　コケ層　　　　］猛oosschichも

　ついで各層の出現種について被度，群度が記入された。被度，群度の瀾定法にはいろいろな

方法があるが、植生分類のための調査には現在：Braun－B1翻guet（圭，926・1，951・1，964）

の全推定法（GesamもShaもzungswe三se）が一般に用いられている。

　a。被度：植物が空間を占めている割合

　　　　5～十の6段階に分けられる

　　5：被度が調査面積の3／4以上を占めている

　　4　：　　　　　　〃　　　　　　　1／2～3／4　　　　　〃

　　3　：　　　　　　〃　　　　　　1／4～1／2　　　　　〃

　　2：きわめて個体数が多いか、または少なくとも調査薗積の1／三〇～1／4を占めている

　　1：個体数は多いが被度は1／2◎以下

　　＋二きわめて低い被度で、わずかな個体数

　b．群度：調査地内に個々の植物個体がどのように配分されて生育しているかの測度で、量

　　　には塵接関係ない。次の5階級に分けて判定される。

　　5：ある植物が調査地内にカーペット状に一面に生育している

　　4：大きな斑紋状、カーペットのあちこちに穴があいているような状態

　　3：小群の斑紋状：

　　2：小群状

　　1：単生
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　被度，群度の億か、種の生活力については特に目につくものについてのみ記録された。生活

力の糊定は細かく区分するほど主観が入りやすいので、実際の野外調査ではとくに生活力の弱

い種についてのみ、被度，群度の右肩に。印を2・2。のように付記される。

　そのほか調査植分の隣接群落、季観、人為的影響の有無や程度、調査地点の海抜高、微地形、

土壌条件など現地で判定し得る範囲で畠来るだけ多くの条件について記録され、植生断面於よ

び土壌断面も必要に応じて詳しく記録するよう努められた。季観の場合、花が咲いている場合

はFL（BOwe爵ag　sもage）、結実している場・合はFr．（Fru三t沁g　s重age）で示されて

いる。樹木の芽生えについてはKli（Buddhg　stage）と言己されている。
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2．群落組成表の作製

　現地調査で得られた調査資料を、ほぼ同じ群落に属すると考えられる資料ごとにまとめて、

それぞれの群落組成表に組まれた。5灘方眼紙を利用して以下の手順で作業が進められた。

　1．アウフナーメの榔素面（Rohもabelle）”へのまとめ。

　2．素表を衡常在度表（Sもetigkeits施belle）”に常在度の高いものから並べて書き

　　かえる。

　3。“部分表（TeHtabeIle）汐の利用による診断種群・識別種痘（Diagnostlsche

　　Arten；DifferentialarIen　）の発見：）

　4，局地的に有効な宿識別種群（Dlfferentlalar艶n　－Gruppen）　の有無による

　　“識別種表（D量fferenz三e酌en密abellen）”への組み替え。

　5．総合された“一覧表（Ubersichtstabellen）”による標徴種の発見。

　6．識矧1表から偏標徴種表（Charakterelsierten？abelle）野への組み替え。

　とくに3の部分表については何回も組み替えが行なわれた。

　さらに現地で得られた調査資料に大隅半島に嘉ける他の資料（鈴木時夫1951，玉964，

1969、宮脇飽1971他）　とも比較検討され、群集・群落鉛よびその上級単位が考察された。

3．下生図

　最近の自然破壌，環境汚染による人聞の一面的な生活条件の便利さ、機能的な条件の技術的

向上とはうらはらに市民の生存環境全体の画一化，貧化が進行してきている。現在わが國でと

くに問題にされている、いわゆる公害というあいまいな言葉で表現されている局地的，具体的

に入間の生命に直接影響を与えはじめている対象についての個々の対策はきわめて重要であり、

直：接その問題に関係している人たちは全力をあげて取り組むべきである。

　しかし、産業の発展、念遠な都市化現象によってひき澄こされている多様な入間の生存環境

の鉱化，画一化はすぐ目に見えず、気がついたときには於そすぎる。もっとも深刻な真の環境

全体としての破駿をくいとめるには、非生物的ゴー面なる技衡対策だけでは不十分である。

　すなわち、新しい都市開発，地域開発，産業の発展にさいして、総合的な自然の開発限界、
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許容度について科学的な予測をして於く必要がある。そのさいにたんなる技術的にフィジカル

な調査だけでなく、入間の生存環境との関連でみていくかぎり、生命集団の側からの総合判定，

立地診断がもっとも重要な前提条件となる。

　同様に積極的な緑の環境創造、自然保護のための適正な自然や景観の管理にさいしては・まず

立地固有の潜在能力を把握して鉛く必要がある。立地評韻の方法にもいろいろな調i査法がある。

とくに最近の物理・化学的な個々の環境要因測定器具の開発により、温度，土壌のpHや無機養分の

含量なども高い精度で測定することが可能になってきている。

　しかし、われわれが国土の開発・利用・保護などの目的で立地を評価しようとする場合には、

個々の立地条件の計：量的な評価より、むしろ総合的な立地の質の評価が必要になってくる。と

くに人間の多様な生活環境を保証しながら、まちがいの少ない都市再開発，産業発展，地域環

境保全など、“生命”をもっているものの側から立地の質を判定しようとする場合には植生を

生きた総合的指標とするのがもっとも確実な方法である。

　植生はそれぞれの場所の多様な立地条件の総和に対応したものが広く地球上を被っている。

個々の植物の集団としての植生の把握の仕方にはいろいろな方法がある。いずれの場合でも科

学一般に用いられる類型化の手法によってi曲象化されることによって、はじめて群落単位の決

定ができるσこのような植物祉会学者や生態学者が客観的に把握した群落単位の具体的な配分

を地図に描いたものを植生図（vegetaもlon　map）と呼ばれている。したがって植生図は

生命をもったものの側からの個々の物理，化学の測定値で現在計量化できない要因も含めた立

地全体の生命集団の側からの評価として歩弓できる。同時に新しい、多様な入閥の生活環境を

保証するための生きた指標としても役だつ。

　植生図による植生の実態把握や環境診断、保全，復元についての研究は、欧　　ソ連などの

諸外国に比べて、わが国ではもっとも診くれていた。

1．植生図とその図的

　植生図（vegetation　map：VegetaUonskarte）は局地的または広域的に規定さ

れた植物群落単位の空間的なひろがりを具体的に地図上に描いたものである。

　植生図化は科学的な目的と実際的な爵的とに分けられる。前者に対しては植物社会学的，
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生態学的に研究された成果が正しいかどうかの試金石の役割を果たすQまた空間的，具体的

に区分・把握して、実験生態学や地理学，地形学などの隣接科学発展の基礎を提供する。さら

に調i査時の植生の配分の記録として景観や植生の変化と対応して検討するための資料ともな

る。

　以上の基礎的研究目的としての植生図はさらに癒用面としてはいままでは農林業，牧野改

良などの基礎として広く利用されてきた。最近ではさらに適正な國土開発，地域開発，ニュ

ータウン建設，都市の再開発，産業立地の設定，高速自動車道の建設於よび周辺の緑化、環

境保金，自然保護などの開発と保全、積極的な環境劇造・管理のためのもっとも基本的な自

然診断図、さらに処方箋として広く利用されている。

　とくに世界にさきがけて1939年帝国中：央植生図研究所をつくったドイツでは、今揖な

知東西両ドイツとも植生図は自然管理，國土利用，環境保金の基礎として広く利用されてい

る。西ドイツでは1960年から国立植生研究所が中心となり、80人のスタッフが全国土

の縮尺20万分の1の潜在自然植生図の作製に取り組んでいる。すでに半分以上が完成し、

新しい開発、環境の保全・形成の基礎資料として利用されている。

　またアメリカ合衆国でもキュヒラー教授が中心になり、小縮尺ではあるが全土の潜在自然

植生図が出版されている。オランダ，スイス，ベルギー，チェコスロバキアなどとは、はる

かに澄くれていたソ連も1960年代になって科学アカデミーの専門家を総動員して、養於

まかながらも地球上の植生図もソチョウバ教授らによって完成された。

　大購半島の適正な利用と入閣生存環境の持続的保証の基礎として、生命集団の側からの環

境診断・予測の研究や全圏土の植物社会学的な基礎に立脚した精密な現存蓄よび潜在自然櫃

生図の完成がつよく望まれる。

（1）植生と植物群落

　　ある場所に生育している植物的生命体をまとめて植生（vegeもat重on）とよばれる。

　この植生に一定の単位をもたせたときに植物群落（plant　communi智）という。植物

　社会学的，生態学的に規定された植物群落は知なじような環境や立地条件がつづくかぎり、

　ほぼおなじようにそこに出現する種の組み合わせをいう。

　　したがって、植物群落にはわれやれが直接測定することのできる具体的群落と、澄なじ
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ような種の組み合わせの群落を調べた結果を群落表にまとめた抽象的群落とがある。それ

ぞれの植物群落はその立地条件と共存して訟り、植物の側からも環境条件を変えうる植物

個体於よび種群の組み合わせでもある。さらに植物種問寿よびその環境と生態的に平衡状

態にある，多かれ少なかれ安定した一定の植物種群の組み合わせでもある。

　われわれが野外で植生調査をつづけてみると、ほほおなじ立地条件のところでは、どこ

でも繰り返し訟なじような種の組み舎わせによる下物群落がみられる。この事実が植物群

落またはその具体的範囲を地図上に示した植生図が立地や環境評価の基礎となる理由であ

る。それはわれわれが山野，湖沼，海岸などの水辺、住宅地，都市，産業用地など、どこ

でも見かけるすべての植生や植物群落およびその構成種はそれぞれきびしい立地固有の環

境旧劇や生物社会の競争，共存知よびがまん、その結果のすみ分けという社会的規制に耐

えて、生き残ったもののみによって構成されているからである。

　またきわめてわずかな環境の変化や立地条件の推移にも鋭く対応して欄体や群落の入れ

かえが行なわれている。このように植物群落はきびしい外因的，内因的な群落規制に耐え

得た種群のみによって、それぞれの立地固有の群落を形成している。したがって、われわ

れが植物群落の具体的配分を立地や環境の評価の基礎とすることは、過去から現在までの

それぞれの立地のすべての環境条件の総湘を植物の側から、すなわち生命をもっているも

のの側から的確に判定しうることになる。

（2）植生図とその類型

　植生図は歴史的にみると、はじめ植物匿系図などと澄なじように地球上の植生を広域的

に概観するために小縮尺によって描かれていた。大縮尺によって、応用面でも役だつよう

な本格的な植生図化法が発達したのは、植物社会学的基礎のうえに植生単位の把握が可能

になってからである。とくに注目される初期の業績としては西ドイツ国立植生図研究所の

数千枚に及ぶ植生図があげられる。

　当初は、わが圏の植生図（たとえば早田文蔵氏三910年の富士山の植生図）のように、

どこの国でもはっきりした植生の概念規定や類型区分なしに描かれてきた。プラン・ヅロ

ンケェ（1913～　）などの努力により植生概念が明確化されるにしたがい、植生図の区

分や描き方も目的，対象，方法などにより一定の類型化が明確になってきた。
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（a）現存植生図

　　現実に野外に生育している現存植生を対象に、各種の植生単位のレベルで植生図化され

　たものをいう。もっとも一般的な植生図である。大隅半島などのように長い聞人聞の多様

　な干渉下に立地本来の自然植生が変えられた、または変化させられている文化景観域に鉛

　ける現存植生図は代償植生図ともいえる。すなわち、大部分の植生は代償植生から成り立

　っている。一方、まったく、またはほとんど人間の影響を受けていない高繍，離島などの

　現存植生図はそのまま、その地域の原植生図であり、潜在自然植生図でもある。しかし、

　今日では、このような原櫃生野はわが国やヨーロッパ各国など古くから人類の定住してい

　る歴愛の古い国や文明国ではきわめてかぎられた地域にしか残されていない。

（b）原植生復元図

　　人間によって自然植生が破駿されている地域で、かつて、入間に破壊される直前の自然

　植生に復発し、各植生単位の領域を地図上に描いたものは原植生復元図とよばれる。

　　原植生復元図は、つぎの潜在自然随生の概念がチュクセン教授（1956）によって定

　義づけられる以前は、それぞれの立地の自然植生を表現するため、その他の目的でしばし

　ば描かれた。しかし、たとえば東京，横浜，鹿児島などのように原：植生が破壊されて現在

　にいたるまでの時間のながれのあいだに立地条件まで変えられている場合には、原植生復

　元図はその立地をかつて被っていた原植生の記録図としての役割を果たすが、現在の立地

　の潜在自然植生や立地評価図、緑の環境形成の基礎としては十分ではない。

（c）現在の潜在自然植生図

　　大隅半島の大部分をはじめわが国各地の文化景観域のように、さまざまな人間の影響下

　に現存している代償植生や、現在そこになにが植えられているかに関係なく、その立地が

　与えうる立地本来のポテンシャルな自然植生によって描かれた植生図を潜在自然植生図

　（potenもia藍　natural　vegetat童on　map）と㍉（う。

　　潜在自然舟生の調査、植生図化の方法は自然植生の消降卒の高い地域ほど困難である。

　調査の一番の手がかりは各地にわずかでも残されている残存自然内分，残存自然木である。

　またそれぞれの自然植生は一定の数の代償植生しか許容しない。したがって、代償発生，

　土壌断面，景観像，土地利用の形態などを現地で多面的に調査する。これらの現地調査資
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料から、いま、その立地からいっさいの人間の干渉を停止したら、本来その立地はどのよ

うな潜在自然櫃生を支えうる能力をもっているかという理論的に考えうる植生の領域を具

体的に地図上に表承したものである。

　厳密に描かれた植生図、とくに港在自然植生図は立地の質を植生の側から評価する立地

診断図としての機能を果たす。したがって、生態学，地理学などの隣接科学の発展の基礎

として利用される。他方では立地の潜在能力に応じた国土開発，都市開発，自然保護，

緑の環境創造や管理の基礎として広く入間の生存環境を保証したうえでの産業との調和の

基礎をなしている。

　潜在自然植生図の作製には多大な時閥と経費を必要とするため、わが国ではまだ本格的

な植生図の完成しているところはきわめてかぎられている。大隅半島の植生図が完成すれ

ば、もっとも本格的な植生函として、その科学，応用の両面での利用が期待される。同時

に世界の新しい地域開発と環境保金の科学的調禰のあり方についても一つの試案を提供す

ることができる。

　また潜在齢よび現存植生図から立地図に転化して、土地計画そのほかに利用することも

可能であり、西ドイツ，オランダでは広く利用されている。

4．現存植生図の作製

　現存植生図の作製は縮尺25，000分のユの地形図を基礎に、現地踏i査による植生調査と平行

して行なわれた。1972年3月の大隅半島概観調査資料を基礎に現存植生図作製指針が作製

された。王972年7月の第1回植生調査の際に相観を加味した現存植生図が描かれた。さら

に室内に於ける組成表作業により明らかになった群落ごとに調査地点と現存植生図の照会が行

なわれた。1972年12月の調査に際しては踏査可能な範囲については完全に踏査を行ない

現存植生図をぬりあげることに重点が於かれた。山地などで踏査不可能な地域に関しては空中

寡真による判読が行なわれた。
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